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    1. 録音ファイルの保存先指定 

2. パッチ解析モードのキャンセル追加 

3. BWF-J フォーマットファイル読込対応 
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1．製品概要 
PC Loudness は ITU-R BS.1770 に準拠した Loudness レベルの解析を行います。 

ファイルの読み込み、及びオーディオインタフェース等を介した音声入力に対して Momentary、Short term、

Integrated の各 Loudness 値、及び TruePeak、Peak、VU の各値を演算します。 

またグラフ表示、バーメータ表示、読み込んだ音声の再生/ 停止を行い、各演算結果の確認、比較を容易 

に行うことを目的とします。 

 

 

  

Loudness 演算方式について 

 

・Momentary 

  400ミリ秒の固定時間幅で計算された Loudness 値 

 

・Short term 

  3 秒の固定時間幅で計算された Loudness 値 

 

 ・Integrated 

  任意の時間( 演算開始～演算一時停止 )に対する平均 Loudness 値 

 

  ※ 演算方法については弊社 HP( http://www.yamaki-ec.co.jp/ )、もしくは 

「 ITU-R BS.1770 」を参照願います。 

http://www.yamaki-ec.co.jp/
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2．インストールと推奨環境 
 

   本章では PC Loudness の動作環境とインストール方法について説明します。 

 

 

2-1．ユーザー登録について 

   弊社では、弊社製品をお買い求めいただいたお客様へのサービスの充実を図るために、“ユーザー登録” 

をお勧めしております。 

   “ユーザー登録”を行うには、同梱されているユーザー登録用紙を郵送にて弊社まで送付してください。 

 

 

2-2．動作環境 

   PC Loudness を使用する際、以下の動作環境を推奨します。 

 

・CPU スペック Intel(R) Core(TM) i5 2.50GHz(2520M)相当 

   ・Windows XP、Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows 10 

   ・メモリスペック 4GByte 

   ・解像度 1024×768 のモニタおよびグラフィックカード 

   ・ハードウェアキー( 付属 )装着用の USB ポート 

   ・CD-ROM ドライブ 

   ・音声録音・再生用オーディオデバイス※ 

 

    ※ オーディオデバイス 

      本書において「オーディオデバイス」とは、オーディオの再生を行うことができるデバイス 

を指します。そのため適切なオーディオデバイスをインストールしている必要があります。
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2-3．PC Loudness のインストール/ アンインストール 

インストーラによって、PC Loudness 用のファイルが全てインストールされます。 

 

  【 インストール 】 

① PC LoudnessCD-ROMを CD-ROM ドライブに挿入します。 

 

② 「インストールの準備をしています。」が表示されます。 

   
 

③ 「PC Loudness 用の InstallShieldウィザードへようこそ」画面が起動したら、 

“次へ”をクリックします。 

 
※ インストールを中止する場合は“キャンセル”をクリックしてください。 
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④ 「使用許諾契約」画面が起動します。 

   
 

⑤ 使用許諾契約は注意してお読みください。 

次に「使用許諾契約の条項に同意します」を選択し、“次へ”をクリックします。 

   
 

⑥ 「インストール準備の完了」画面が表示されたら、“インストール”をクリックしてください。 
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⑦ インストールが開始されます。 

   
 

⑧ 「InstallShield ウィザードを完了しました」と表示されたら“完了”をクリックし、 

インストールが完了します。 

   
 

  【 アンインストール 】 

 

   アンインストールを行う場合、以下の手順でアンインストールを行ってください。 

 

   1 )「スタート」→「コントロールパネル」の「プログラムと機能」( ※1 )もしくは 

「プログラムの追加と削除」( ※2 )を実行してください。 

 

※1 Windows 10、Windows 8.1、Windows 8、Windows 7、Windows Vista 

※2 WindowsXP 

 

   2 )「PC Loudness」を選択して、「はい」をクリックしてください。 

     
 

   3 )以上でアンインストールは終了です。 

 

    ※ 取得したデータフォルダやファイルは削除されませんので、ご注意ください。 
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2-4．ハードウェアキーの設定 

① コンピュータの USB ポートにハードウェアキーを差し込みます。 

② これで PC Loudness を起動する準備ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録商標について 

  Windows は米国マイクロソフトコーポレーションの米国および、その他の国における 

登録商標です。 

 

コンピュータの省電力設定について 

 ハードウェアキーを挿し込んでいる時は、コンピュータの省電力設定を解除してください。 

コンピュータがスリープ状態になるとハードウェアキーを認識することができなくなります。 

 

 ハードウェアキーの抜き差しについて 

  ハードウェアキーは PC Loudness を起動している時は抜かないようにしてください。 

  ハードウェアキーを認識できないと、正常に動作しません。 
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3．システムのセットアップと起動方法 
 

基本的なシステムのセットアップ、および起動方法について説明します。 

 

3-1．セットアップ 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2．起動方法 

   デスクトップ上の「PC Loudness アイコン」をクリックします。 

 

   ※ スタートメニューから「すべてのプログラム」→「PC Loudness」をクリックしても同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

PC Loudness 起動中のご注意 

  PC Loudness を起動中、コンピュータの電源を切らないようにしてください。プロジェクト 

ファイルに設定を保存していない場合、設定が保存されません。 

 

 オーディオデバイスについて 

  コンピュータによっては、オーディオデバイスを自動的に切り替える仕様のものがあります。 

  必ず PC Loudness の「設定」から「デバイス」を選択し、正常にオーディオデバイスを 

  認識しているか確認してください。 

 

 オーディオデバイスの設定 

オーディオデバイスのバッファサイズを以下のように設定することを推奨します。 

 ・ステレオ入力 ： 1024 サンプル以上 

 ・6CH入力  ： 2048 サンプル以上 

  また 4096サンプル等大きくした際、マーカーの動作に遅延がでることがあります。 

オーディオインタフェースやスピーカ、ヘッドホン等 

のオーディオをモニタできるものをコンピュータに 

接続します。 ハードウェアキーがコンピュータ 

に接続されていることを確認 

します。 

機器からの音声入力 

オーディオインタフェース 

コンピュータ 
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4．画面構成 
 

PC Loudness の画面構成について説明します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①プロジェクトファイルを開く  ( 12ページ参照 ) 

 ②プロジェクトファイルを保存  ( 13ページ参照 ) 

 ③オーディオデータの読み込み  ( 13ページ参照 ) 

 ④CSV形式で保存   ( 19ページ参照 ) 

 ⑤再生 / 一時停止   ( 20ページ参照 ) 

 ⑥録音     ( 21ページ参照 ) 

 ⑦停止     ( 21ページ参照 ) 

 ⑧拡大・縮小・スケール表示  ( 21ページ参照 ) 

 ⑨最大値の検索    ( 22ページ参照 ) 

 ⑩アラートの検索   ( 23ページ参照 ) 

 ⑪BS.1770 ターゲットレベル変換  ( 24ページ参照 ) 

 ⑫設定     ( 25ページ参照 ) 

 ⑬グラフとウィンドウの表示・非表示 ( 28ページ参照 ) 

 ⑭グラフ表示    ( 29ページ参照 ) 

 ⑮時間表示ウィンドウ   ( 31ページ参照 ) 

 ⑯Loudness ウィンドウ   ( 32ページ参照 ) 

 ⑰モードウィンドウ   ( 38ページ参照 ) 

 ⑱バーメータ表示ウィンドウ  ( 38ページ参照 ) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
⑧ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑬ 
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4-1．プロジェクトファイルを開く 

  プロジェクトファイルを開きます。 

 

1 ) 「プロジェクトファイルを開く」をクリックします。 

 

    
 

2 ) プロジェクトファイルが保存されている場所を指定し、「開く」をクリックします。 

 

 

   
 

3 ) 保存時に読み込まれていたオーディオファイルや各種設定を読み込みます。 

 

 

保存してあるプロジェクトファイルを 

選択します。 

 

※プロジェクトファイルの保存 

( 13ページ参照 ) 

 

プロジェクト 

 PC Loudness の各種設定をプロジェクトファイルとして( 拡張子”.plp”)に保存することが 

 できます。 

プロジェクトを開くことにより、保存時の各種設定状態を読み込むことができます。 

 

 

 プロジェクトファイルの読み込み方法 

  上記方法以外にもプロジェクトファイルをドラッグ&ドロップすることで、プロジェクトを 

  読み込むこともできます。 
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4-2．プロジェクトファイルを保存 

   各種設定をプロジェクトファイルとして保存することができます。 

   また保存先を任意に指定することができます。 

 

1 ) 「プロジェクトファイルを保存」をクリックします。 

 

   
 

2 ) 保存先を指定し、「保存」をクリックします。 

 

 

        
 

 

4-3．オーディオデータの読み込み 

   オーディオファイル( Wave フォーマット )、および PCに入力した音声を読み込みます。 

   最大 6チャンネル分のデータを読み込み可能とし、読み込んだデータをダウンミックスして各種表示する 

ことも可能です。 

   ダウンミックスの演算結果は L’、R’として表示されます。( 39ページ参照 ) 

 

1 ) 「オーディオデータの読み込み」をクリックします。 

 

   
 

2 ) オーディオデータの選択から「ファイルを読み込む」、あるいは「入力音声の解析、録音」を 

クリックします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトファイル名を指定します。 

 

※プロジェクトファイルの保存内容 

( 33ページ参照 ) 
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4-3-1．ファイルを読み込む 

1 ) 「･･･」をクリックし、オーディオファイルを選択します。 

 
 

 

2 ) 「OK」をクリックすると各種計算を行い、オーディオファイルを読み込みます。 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込んだオーディオデータのパス 

が表示されます。 

チャンネル番号とダウンミックス時 

の演算チャンネルを示しています。 

 

ダウンミックスを行う際は、本表記 

を確認の上、ファイル指定を行って 

ください。 

 

オーディオファイルの読み込みを 

キャンセルします。 

ラウドネス演算モードを選択します。 

 

2 系統同時測定 

 モノラル選択時は CH2に、ステレオ選択時は CH3 / CH4 にオーディオデータを読み込む 

事で、ラウドネスを 2 系統同時に測定可能です。( 43ページ参照 ) 
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3 ) 解析モードの選択から「リアルタイム」、もしくは「バッチ」を選択します。 

    「リアルタイム」を選択した場合は、「再生」ボタンを押下すると解析を開始し、 

    「バッチ」を選択した場合は、即時解析を行います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3-2．入力音声の解析、録音 
1 ) CH1( L )～6( Rs )までの任意のチャンネルに対してオーディオデバイスを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

バッチ処理 / リアルタイム処理 

バッチ処理はオーディオデバイスのバッファ設定に関わらず 1024 サンプル単位で 

処理を行います。リアルタイム処理は、オーディオデバイスのバッファ設定に依存して 

処理を行います。そのため、表示データの更新タイミングがバッチとリアルタイムで 

異なります。 

また、ファイル再生時間についても、処理サンプル数に依存するため、1024 サンプル 

以外の設定である場合、バッチとリアルタイムで異なる可能性があります。 

 

チャンネル名表記 

ラウドネス演算モード CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 

5.1ch L R C LFE Ls Rs 

モノラル L-L R-R - - - - 

ステレオ L R L R - - 
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2 ) オーディオデバイスの割り当てられる項目はオーディオインタフェース、もしくは PC内臓 

のオーディオデバイスに依存して表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ) 「OK」をクリックすると音声の読み込みを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定可能なオーディオデバイス 

が表示されます。 

 

オーディオデバイスの設定を 

キャンセルします。 

 

 

 オーディオデバイスの設定 

音切れ等を防ぐため、3つ以上オーディオデバイスのチャンネルを設定する場合は 

オーディオデバイスのバッファサイズを 2048 サンプル以上に設定してください。 
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4-3-3．ダウンミックス機能 
ダウンミックスする必要があれば、チェックボックスにチェックを入れ、演算式を指定します。 

ダウンミックスの演算式は、パターン 1～9より選択します。( 40ページ参照 ) 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

ダウンミックスをチェックします。 

チェックしない場合、ダウンミックス 

を行いません。 

ダウンミックスの演算式は 

パターン 1～9を選択します。 
ダウンミックスの演算式が 

表示されます。 

 

入力音声の解析・録音時間について 

入力音声の解析・録音は 2時間単位で継続して行うことが可能です。 

録音したデータは下記に保存されます。 

 

 ・WindowsXP 

“C:\Documents and Settings\ username \My Documents\Local Settings 

\Application Data\Yamaki\PCLoudness\Untitled” 

   ・WindowsVista、Windows7、Windows8、Windows8.1、Windows10 

“C:\Users\ username \AppData\Local\Yamaki\PCLoudness\Untitled” 

 

 

録音データの保存先について 

「PCLoudness.ini」の記述を書換えることで録音データの保存先を変更できます。 

下記の様に記述すると、デスクトップの「Untitled」という名前のフォルダに保存されます。 

「Untitled」フォルダが無い場合、自動的に生成されます。 

 

[Save] 

LoopSec=7200 

#録音ファイル保存先 

Dir=C:\Users\ username \Desktop\ 

    

 

 「PCLoudness.ini」は下記のパスに配置されています。 

 ・WindowsXP 

“C:\Documents and Settings\ username \My Documents\Local Settings 

\Application Data\Yamaki\PCLoudness\PCLoudness.ini” 

   ・WindowsVista、Windows7、Windows8、Windows8.1、Windows10 

“C:\Users\ username \AppData\Local\Yamaki\PCLoudness\PCLoudness.ini” 

 

 

※ 保存先に低速なデバイスを指定した場合、録音データの音飛びの原因となる 

可能性があります。 

 

「Dir=」の後に保存先の 

パスを記述します。 
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4-3-4．データ解析中表示 

各データの解析中は以下のように進捗表示を行います。 

 

■各種演算処理中 

 

 

 

 

 

 

 

■アラート情報作成中 

             

 

 

 

 

    ※ ファイルを読み込む( リアルタイム )、及び入力音声の解析・録音時のデータ解析は 

グラフ上の Loudness、Peak、VUについて再生、録音時にリアルタイムに行います。 

そのため「停止」ボタンを押下した時、上記解析表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーディオファイル 

 Waveフォーマットおよび、BWF-Jフォーマットを読み込むことが可能です。 

各チャンネルはモノラルファイル 1 つ分とし、ステレオのオーディオファイルを選択した 

場合、自動的に 2つの CHに読み込みを行います。 

 

※ BWF-Jフォーマットは、Waveフォーマットを拡張した規格です。 

オーディオファイルの解析を 

キャンセルできます。 

 ファイル読み込み時間( バッチ )の目安 

  1 時間の Waveファイル(16bit、ステレオ)を各サンプリング周波数で、読み込んだ時の 

読み込み時間は以下の通りです。 

 

サンプリング周波数 読み込み時間 

44.1kHz およそ 13分 

48kHz およそ 4 分 

88.2kHz およそ 18分 

96kHz およそ 4 分 

 
アラート 

Loudness、Peak、VUの値についてそれぞれ最大値、最小値を任意に設定することが 
できます。 
その最大値、最小値を超えている場合( 発生中 )、及び超えたことがあった場合( 発生あり ) 

にアラート情報として状態( 発生中 / 発生あり )を各データについて表示します。 

 



4. 画面構成 

PC Loudness         19 

 

4-4．CSV 形式で保存 

   グラフ上で任意の範囲を選択し、オーディオデータの Momentary / Short term Loudness とチャンネル 

ごとの TruePeak、Peak、VU、及び Over の発生・未発生を CSV ファイルとして保存できます。 

   また CSV ファイルの保存先は、任意に指定できます。 

 

 

1 ) グラフ上で範囲選択を行います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ) 「CSV形式で保存」をクリックします。 

 

   
 

3 ) 保存先、分割サイズを指定します。 

 

       

 

 

 

「…」を押下し、CSVファイル 

の保存先を指定します。 

選択した範囲が CSV保存区間 

として表示されます。 CSVファイルの分割時間を指定 

します。 

 

マウスをドラッグし 

範囲を選択します｡ 

 
 

 

選択した範囲を時間表

示します。 
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4 ) 「OK」をクリックし、CSVファイルを出力します。 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-5．再生 / 一時停止 

   読み込んだオーディオファイル、あるいは録音した音声信号の再生/ 一時停止を行います。 

 

■再生が可能な状態( 一時停止中 / 停止中 ) 

 

      
 

■一時停止が可能な状態( 再生中 ) 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分割時間の指定 

10 分の範囲を選択し、分割時間 5分、ファイル名に“dat“を指定した場合 

dat01.csv、dat02.csv というファイルが出力されます。 

 

 

 操作無効表示 

再生中や一時停止中、一部の操作が無効になります。 

 

・操作が有効 

  
 

・操作が無効 
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4-6．録音 

   音声入力の録音を行います。オーディオデータの読み込みから入力音声の解析、録音を選択した時のみ 

   有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-7．停止 

   読み込んだオーディオファイル、あるいは録音した音声信号の再生 / 一時停止時 / 録音時に停止動作を 

行います。 

 

      
 

 

 

4-8．拡大・縮小・スケール表示 

   グラフ表示の拡大・縮小、およびそのスケールを表示します。 

   表示は「2時間、1時間、30 分、10分、5 分、3 分、2分、1分、30秒、15 秒、10 秒、5秒、1秒」 

   の中で切り替えることができます。 

 

 

               
 

 

 

 

 

 

 

グラフ表示を拡大します。  

グラフ表示を縮小します。 

 

グラフ表示スケールを表示します。 

 

 録音後の再生動作について 

連続録音した後( 2 時間以上 )、録音停止し再生動作を行った場合、 

最初に録音した 2時間のみ再生可能となります。 

すべての録音内容についてデータ取得する場合は、保存されたオーディオファイルを 

読み込んでください。 
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4-9．最大値の検索 

   チャンネルごとに Loudness、TruePeak、Peak、VU の最大値を表示します。 

   表示をダブルクリックすることで、最大値にマーカーを移動することができます。なお最大値が複数存在 

した場合は、一番最初に発生した最大値を表示します。 

 

1 ) 「最大値の検索」をクリックします。 

 

   
 

2 ) チャンネルごとの最大値が各タブ ( Loudness1,2 ( LKFS：Momentary / Short term / Integrated )、 

TruePeak ( dBTP )、Peak ( dB )、VU ( dB ) ) ごとに表示されます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ) 表示されている最大値をダブルクリックすると、その位置にマーカーが移動します。 

 

 

 
 

 

チャンネル：オーディオファイルの読み込みチャンネル 

      を表示します。 

 

時間   ：最大値の時間を表示します。 

 

最大値  ：最大値を表示します。 

 

Loudness1、Loudness2 、Peak、 

VU、TruePeakタブを切り替えて、 

それぞれの最大値をタブごとに 

表示できます。 

 

該当チャンネルの最大値を選択し、ダブルクリック 

します。 
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4-10．アラートの検索 

チャンネルごとの Loudness、Peak、VUにおけるアラートを表示し、その位置を検索します。 

   表示をダブルクリックすることで、アラート発生位置にマーカーを移動することができます。 

 

1 ) 「アラートの検索」をクリックします。 

 

   
 

2 ) チャンネルごとのアラートが各タブごとに表示されます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ) 表示されている最大値をダブルクリックすると、その位置にマーカーが移動します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間   ：アラートの発生時間を表示します。 

 

値    ：アラートを検出した値を表示します。 

 

H / L    ：検出した種別( High：最大値を超えた場合 

Low：最小値を下回った場合 )を表示します。 

 

Loudness1、Peak、VU、TruePeak 

タブを切り替えて、 

それぞれのアラート検出結果を 

タブごとに表示できます。 

 

チャンネルを切り替えて 

表示可能です。 

 

現在のアラート設定を表示します。 

 

該当チャンネルのアラートを選択し、ダブルクリック 

します。 

 

 アラート 

  LKFS( Momentary、Short term )、Peak、VU個別に閾値を設定し、最大値なら閾値以上、 

最小値なら閾値以下でアラート検出します。 

表示( 30 ページ参照 )、アラートファイル出力( 40ページ参照 )を行うことができます。 
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4-11．BS.1770 ターゲットレベル変換 

入力音声ファイルをターゲットレベル ( -24LKFS ) へ変換します。 

ボタンを押下すると、下記画面が表示されます。 

 
 

「Adjust to Target Loudness:-24LKFS±1LU」を押下します。 

ボタンの下側に変換後の情報が表示されます。 

 

 
 

変換後の音声ファイルは、変換元の音声ファイルが保存されているフォルダに、 

次のファイル名称で出力されます。 

読み込みのファイル名称 変換後のファイル名称 

○○○.wav ○○○_BS.wav 

 

 

※ BS.1770 ターゲットレベル変換は、ラウドネス演算モードが 5.1ch のときのみ選択可能です。 

 

ターゲットレベルの設定 

 ターゲットレベルは「PCLoudness.ini」の下記の記述を書換えることで変更できます。 

  

#ターゲットレベル変換 

[AdjustLoudness] 

TargetLevel=-24.0 

   

  ・TargetLevel 

    ターゲットレベルを 0.1LKFS 単位で設定します。( 初期値 : -24.0LKFS ) 
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4-12．設定 

表示内容の変更、演算を行うための各種設定、アラートの閾値設定、オーディオデバイスの設定 

を行います。 

 

     
 

下記タブを選択し、設定を行ってください。 

     

 

 

■表示項目 

    チャンネルごとのグラフ表示・非表示、および各種ウィンドウの表示・非表示を設定します。 

    「OK」をクリックすると設定が反映されます。 

 

 
 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アラート 

    アラートを検出する閾値を設定します。 

 「OK」をクリックすると設定が反映されます。 

 

 
 

 

 

時間、設定値、バーメータの各種ウィンドウの 

表示・非表示・切り離しを切り替えることが 

できます。 

 

グラフ表示の表示・非表示を 

チャンネルごとに切り替える 

ことができます。 

 

「全て」をクリックすると 

全てのチャンネルの表示・非表示 

を切り替えることができます。 

 

アラートの検出結果は CSVファイルとして出力 

されます。 

その CSVファイルの保存先を指定します。 

 

アラートの閾値設定が一覧で表示されます。 
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1 ) アラート設定を行うチャンネルを選択し、ダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ) 閾値の設定を行い「OK」をクリックします。 

 

 
 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ) 各種アラート設定後、1 )の画面で「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラート設定を変更するチャンネルを選択し、 

ダブルクリックします。 

 

アラート設定の最小値は、検出する時間も 

あわせて設定します。 

 

※ 最小値未満、かつ検出時間を経過した場合 

アラートとして検出されます。 

 

Loudness、Peak、VUのアラート検出を行う 

閾値を最大値、最小値設定できます。 

 

※ Peakについては最大値のみの設定と 

  なります。 

 

アラート検出の有効・無効 

をチェックボックスに 

設定します。 

 

※ チェックの入っていない 

  項目はアラート検出され 

  ません。 

 

 アラート閾値 

閾値は小数点第一位まで有効です。 

 

 アラートの検出を行うタイミング 

  オーディオファイルを読み込んだ時、アラートの保存先・設定値を変更した際に 

  検出を行います。 
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■パラメータ 

    Loudness、TruePeak、Peak、VU表示に必要な各種パラメータを設定します。 

    「OK」をクリックすると設定が反映されます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モード 

ITU-R BS.1770 準拠のパラメータを表示します。 

 

パラメータ ITU 備考 

Target Loudness -24LKFS  

Relative Gate -10LU ※ 

Overlap 75% Loudness 演算オーバーラップ量 

 

※ LU( Loudness Unit ) 

相対的な Loudness 演算結果の値です。 

 

VU リファレンス 

取り込むオーディオファイルについて基準レベル( リファレンス )を設定します。 

-18dBFS / -20dBFS のどちらかを設定可能です。 

 

TruePeak 閾値 

TruePeak 表示のインジケータ点灯閾値を設定します。 

  -1dBTP / -2dBTP のどちらかを設定可能です。 
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■デバイス 

    現在設定されているオーディオデバイスを表示します。 

    また複数オーディオデバイスが存在する場合、選択して切り替えることができます。 

    「OK」をクリックすると設定が反映されます。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

4-13．グラフとウィンドウの表示・非表示 

   グラフや各種ウィンドウの表示 / 非表示を設定します。 

 

    
 

 

1 ) 「グラフとウィンドウの表示・非表示」をクリックします。 

 

2 ) グラフと各種ウィンドウに対して表示・非表示を設定します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定されているオーディオデバイスを表示 

します。 

 

※ 「設定」が有効表示の場合、オーディオ 

  デバイス固有の設定画面を表示させること 

ができます。 

 

 

オーディオデバイスの動作状況を表示します。 
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4-14．グラフ表示 

   読み込んだオーディオファイルに対して Loudness、TruePeak、Peak、VUを算出し、時系列にグラフと 

   して表示します。再生時にはマーカーを表示し、再生位置を確認することができます。 

   Loudness ( 水色 )、Peak ( 赤 )、VU ( 黄色 )で表示します。 

 

 

■グラフ表示概要 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※1 現在音声出力しているチャンネルであることを示しています。 

 

グラフ表示の 

時間軸( 最後 ) 

 

グラフ表示の 

時間軸( 先頭 ) 

Peak 値ライン 

Integrated 値ライン 

VU 値ライン 

マーカー 

 

 

Peak、VU用の 

目盛り 

 

Loudness用の 

目盛り 

スクロールバー 

 

Loudness適正領域 

再生マーク ※1  

 

Loudness閾値 

( 最大 )  

 

Loudness閾値 

( 最小 )  

 

Peak閾値( 最大 ) 

 

VU閾値( 最大 ) 

 

VU閾値( 最小 ) 

 

チャンネル ※2 

ファイル名 

定位 ※2 

 

Loudness演算種別 

表示 

 

Loudness演算値 

 

Peak、VU値 

ShortTerm 値ライン 

Momentary 値ライン 
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※2 定位( スピーカ位置 )は読み込んだオーディオファイルがステレオの場合のみ表示されます。 

また、チャンネル表示はファイルもしくは設定したオーディオデバイスのチャンネル数に依存して 

変化します。なお Loudness 演算種別は常時 Integrated、Momentary、Short term となります。 

オーディオデータ チャンネル表示 

ファイル 

モノラルファイル CH1～CH6 

ステレオファイル CH1～CH6 

合計 3チャンネル以上の読み込み L、R、C、LFE、Ls、Rs 

オーディオデバイス 
2 入力まで Input1～Input6 

合計 3入力以上の読み込み L、R、C、LFE、Ls、Rs 

 

 

■Loudness、Peak、VU のアラート表示 

 

     【 最大値以上が発生中の表示( 赤 ) 】 【 最大値以上が発生後の表示( ベージュ ) 】 

 

 

 

 

 

 

     【 最小値以下が発生中の表示( 青 ) 】   【 最小値以下が発生後の表示( 水色 ) 】 

 

 

 

 

 

 

     【 最大値以上、最小値以下が発生後の表示( 紫 ) 】 

 

 

 

 

 

 

 【 アラート未検出表示( 白 ) 】 
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4-15．時間表示ウィンドウ 

   マーカーが指し示す位置を時間で表示します。 

   範囲選択を行った際は、選択した範囲の時間を表示します。 

 

    
 

    

   範囲選択時表示 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーカー位置の時間を「時間．分．秒．ミリ秒」 

で表示します。 

 

 

タイムコード 

   BWF-Jフォーマットに SMPTE タイムコードが含まれている場合、 

   時間表示ウィンドウ・グラフ表示には、マーカー位置のタイムコードが表示されます。 

 

 各種ウィンドウ共通操作 ( 時間、Loudness、モード、バーメータ ) 

本表示はウィンドウとして、メインのウィンドウから切り離すことができます。 

ウィンドウ右上端のアイコンをクリックします。 

 

  ・メインのウィンドウから切り離しが可能な状態 

    
 

  ・メインのウィンドウへ接続が可能な状態 
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4-16．Loudness ウィンドウ 

   Momentary、Short term、Integrated の各種 Loudness 演算値を表示します。 

また Integrated Loudness は演算の Start / Pause / Reset を行うことができます。 

「ファイルを読み込む」から解析モード選択で「バッチ」を選択した場合、ファイル読込が完了すると 

ファイル全体の Integrated Loudness 演算値を即時表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)「Start / Pause」を使用した Integrated Loudness 演算方法 

 

① リセット状態( ハイフン表示 )であることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「Start」を押下し、演算待機状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Start」を押下し、演算待機状態にします 

演算値表示部が待機表示( ドット表示 )に 

変わりボタン表記が Pause に変化します 
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③ オーディオの再生あるいは録音を行い、演算を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 再度「Pause」を押下すると演算一時停止状態になり、その間は再生、録音した 

データが演算結果に反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) レベル検知による Integrated Loudness 演算方法 

 

① リセット状態( ハイフン表示 )であることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演算開始してから再生、録音したマーカー位置までの

演算結果を常時表示します 

「Start / Pause」を押下し、演算一時停止 

にします 

演算一時停止した時までの演算結果を 

表示します。 
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② 「Auto」を押下し、レベル検知の待機状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ オーディオの再生あるいは録音を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Auto」を押下し、レベル検知の待機状態にします。 

 

「Start」「Reset」の表示が灰色になり、 

操作が無効になります。 

-70dBFS 以上の入力を検知すると、自動的に  

Integrated Loudness の演算が開始します。 

 

演算が開始すると、「AUTO」が水色枠で囲まれます。 

 

-80dBFS 以下の入力が 5秒間継続すると、 

Integrated Loudness の演算が一時停止します。 

 

演算が一時停止すると、「AUTO」の水色枠が 

消えます。 

 

再び -70dBFS 以上の入力を検知 すると、 

Integrated Loudnessをリセットしてから、 

演算を開始します。 
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レベル検知の設定 

 レベル検知による Integrated Loudness の演算開始 / 一時停止の設定は、 

 「PCLoudness.ini」の記述を書換えることで変更できます。 

  

#無音検知 

[AutoIntegrated] 

#リスタートレベル( dBFS ) 

StartTh=-70 

#ポーズレベル( dBFS ) 

PauseTh=-80 

#検出時間( ﾐﾘ秒単位 )  

PauseThTime=5000 

   

  ・StartTh 

    演算開始レベルを 1dBFS 単位で設定します。( 初期値 : -70dBFS ) 

  ・PauseTh 

演算一時停止レベルを 1dBFS 単位で設定します。( 初期値 : -80dBFS ) 

  ・PauseThTime 

演算一時停止の検知時間を 1 ﾐﾘ秒単位で設定します。( 初期値 : 5000 ﾐﾘ秒 ) 

 

 

 「PCLoudness.ini」は下記のパスに配置されています。 

 ・WindowsXP 

“C:\Documents and Settings\ username \My Documents\Local Settings 

\Application Data\Yamaki\PCLoudness\PCLoudness.ini” 

   ・WindowsVista、Windows7、Windows8、Windows8.1、Windows10 

“C:\Users\ username \AppData\Local\Yamaki\PCLoudness\PCLoudness.ini” 

 

 

Integrated Loudness のグラフ表示 

 ・入力音声の解析もしくは解析モード「リアルタイム」選択時は、Loudnes ウィンドウの 

Integrated Loudness 値をリアルタイムにグラフ表示します。 

 ・解析モード「バッチ」選択時は、予め解析された Integrated Loudness 値をグラフ表示 

します。 
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3) 選択範囲の Integrated Loudness 表示 

グラフ上で任意の範囲を選択することで、選択範囲の Integrated Loudness を即時表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

選択範囲の Integrated  

Loudness を表示します。 

 
 

 

選択範囲の時間を 

表示します。 

 

 

グラフ上の任意の範囲を選択します。 
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4) Integrated Loudness表示サイズ切換え 

   Loudness ウィンドウ上でダブルクリックすると、Integrated Loudness の表示サイズの切替えが 

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインウィンドウのサイズ変更等により 

表示スペースが足りない場合は、 

バーメータウィンドウが縮小します。 
 

  

Loudness ウィンドウの切り離し 

Louness ウィンドウをメインウィンドウから切り離すと、Integrated Loudness の 

表示が拡大した状態で固定されます。 
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4-17．モードウィンドウ 

   設定されている Loudness、TruePeak、Peak、VU表示に必要な各種パラメータを表示します。 

 

   ※ パラメータの設定 ( 25ページ参照 ) 

 

    

 

 

 

 

4-18．バーメータ表示ウィンドウ 

   マーカーが指し示す Loudness、TruePeak、Peak、VUの値を数値とバーメータで表示します。 

   また設定した閾値を超えた場合、TruePeak の数値表示の背景色が変化します。 

   バーメータ上の右クリックメニューから Loudness ⇔ DownMix の切り替え( DownMix 演算時のみ )、 

各種ホールドデータのリセットが可能です。 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Over インジケータ、TruePeak 表示 

 

     Over 発生中        TruePeak 閾値を超えている時 

 

     Over 発生後        TruePeak 閾値を超えた後 

 

     Over 発生なし       TruePeak 閾値を超えていない時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Overインジケータ 

LU目盛り表示 

※ ターゲットラウドネスを 

0( LU )とします 

チャンネル名表記 

 LKM：Momentary 

 LKS：Short term 

 L、R、C、LFE、Ls、Rs：CH1～6 

VU表示 

Peak表示 

Peak Hold 表示 Loudness Hold 表示 

Loudness表示 

 
Overの検出 

フルビットを連続で 4 回検出したら Over発生とします。 

 

PEAK / VU 目盛り表示 

True Peak 表示 
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5．機能 
 

5-1．プロジェクトファイル 

   プロジェクトとして、各種設定を保存しておくことができます。 

   保存できる設定は以下の通りです。 

 

設定 内容 備考 

オーディオファイル保存先 読み込んだオーディオファイル保存先を指定 
チャンネル 1～6分 

オーディオデバイス選択 指定したオーディオデバイス情報を保持 

ダウンミックス 
ダウンミックスする / しない  

ダウンミックス演算パターン( 1～9 )  

パラメータ 
リファレンスレベル -18dBFS / -20dBFS 

TruePeak 閾値 -1dBTP / -2dBTP 

アラートファイル保存先 アラートファイル保存先を指定  

アラート設定 

Loudness 最大値 

Momentary / Short term Loudness 最小値 

Loudness 最小値検出時間 

Peak最大値 

DownMix 2 チャンネル、 

6チャンネル分 

VU最大値 

VU最小値 

VU最小値検出時間 

オーディオデバイス 

オーディオデバイスタイプ Windows 標準 / ASIO 

オーディオデバイス ID 搭載オーディオデバイスの ID 

オーディオデバイス名  

 

 

5-2．CSV 形式で出力 

   グラフ上をマウスで範囲選択を行い、その範囲について CSV形式でデータ出力を行うことができます。 

   出力するデータは以下の通りです。 

   また各データはおよそ 21ms( 1024 サンプル )間隔で出力されます。 

 
データ 内容 備考 

Time 時間 再生時間、またはタイムコード 

Loudness( Momentary ) 
Loudness 演算結果出力( LKFS ) 

2系統演算時は、Momentary1/2, 

Short term1/2 をそれぞれ表示 Loudness( Short term ) 

TruePeak( 1 ) ～ ( 6 ),( DmixL ), ( DmixR ) TruePeak ( dB )  

Peak ( 1 ) ～ ( 6 ),( DmixL ),( DmixR ) Peak ( dB )  

VU ( 1 ) ～ ( 6 ),( DmixL ), ( DmixR ) VU ( dB )  

Over( 1 ) ～ ( 6 ) ,( DmixL ), ( DmixR ) 0：発生なし、1：発生あり  

 

   ※ デフォルトのファイル名は「PCLoudness.csv」に設定されています。 

任意の名前に変更して保存してください。 
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5-3．アラートファイル出力 

   アラートとして検出した値を CSV形式でデータ出力を行うことができます。 

   出力するデータは以下の通りです。 

 
データ 内容 備考 

Time 時間  

High / Low 最大値検出、あるいは最小値検出表記  

LKFS / dB 検出した各演算値  

 

   ※ アラートファイルはそれぞれ「AlertMomentary.csv」、「AlertShortterm.csv」、「AlertPeak1～6.csv」、 

「AlertPeakDownmixL、DownmixR.csv」「AlertVU1～6.csv」、「AlertVUDownmixL、DownmixR.csv」 

という名前で保存されます。 

 

 

5-4．ダウンミックス 

   チャンネル 1～6に読み込んだオーディオファイル、オーディオデバイスからの入力音声に対して、 

ダウンミックスを行います。 

ダウンミックスした結果は、Loudness 表示と切り替えて( Momentary ⇔ L’、Short term ⇔ R’ )、 

グラフ、バーメータ、数値表示を行います。なお演算パターンは 9パターンの中から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ダウンミックスは、ラウドネス演算モードが 5.1ch のときのみ選択可能です。 

パターン 演算式 係数 

1 
L’= (1/(1 + 1/√2 + A)) × (L + C/√2 + A × Ls) 

R’= (1/(1 + 1/√2 + A)) × (R + C/√2 + A × Rs) 
A=1/√2 

2 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 + A × Ls) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 + A × Rs) 
A=1/√2 

3 
L’= L + 1/√2C + 1/√2Ls 

R’= R + 1/√2C + 1/√2Rs 
 

4 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 + A × Ls) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 + A × Rs) 
A=1/2 

5 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 + A × Ls) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 + A × Rs) 
A=1/2√2 

6 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 ) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 ) 
 

7 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 
A=1/√2 

8 
L’= 1/√2 × (L + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 

R’= 1/√2 × (R + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 
A=1/2 

9 
L’= (1/(1 + 1/√2 + 2×A)) × (L + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 

R’= (1/(1 + 1/√2 + 2×A)) × (R + C/√2 + A × (Ls+Rs)) 
A=1/2 

 

ダウンミックス 

  CH1～6はそれぞれ L、R、C、LFE、Ls、Rs とします。 

  ダウンミックスする際は、それぞれに対応したファイル、もしくはオーディオデバイスを 

指定する必要があります。 



5. 機能 

PC Loudness         41 

 

5-5．マウス操作 
 

   ■基本操作 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クリックする場所 操作 動作 

① 
メインウィンドウ 

右クリック( ウィンドウ上端 ) バージョン情報 

② 右クリック( その他 ) グラフとウィンドウの表示・非表示 

③ グラフ 

シングルクリック マーカー位置の移動 

ダブルクリック 再生 / 一時停止 

右クリック 右クリックメニュー( 36ページ参照 ) 

ドラッグ&ドロップ 
プロジェクトファイル、 

オーディオファイルの読み込み ※ 

④ 時間 右クリック 表示・非表示 

⑤ Loudness 
右クリック 表示・非表示 / 拡大・通常表示 

ダブルクリック Integrated Loudness の表示サイズ切換え 

⑥ モード 右クリック 表示・非表示 

⑦ バーメータ 右クリック 右クリックメニュー ( 36ページ参照 ) 

 

    ※ オーディオファイルのドラッグ&ドロップは、「オーディオファイルを開く」画面を開いている際 

       はどのチャンネルに対しても行えますが、グラフ上に対してはチャンネル 1、2 のみ有効です。 

   

■範囲指定 

マウスでグラフ上をドラッグすることにより、範囲を選択することができます。 

    1) 範囲選択中は、選択した範囲のみを再生することができます。 

    2) CSV 形式で保存する際の範囲選択を行うことが出来ます。 

        3) 範囲選択のインテグレーテッドラウドネスを即時表示します。 

 

■ファイルのオープン 

    プロジェクトファイルをダブルクリックすることで PC Loudness を起動することが可能です。 

 

③ 

① 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ ② 

② 
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■グラフ上での右クリックメニュー 

    本メニューはチャンネルごとに存在します。 

    各チャンネルのグラフ上で右クリックすることで以下のメニューが表示されます。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
メニュー 操作 

表示 チャンネルごとにグラフ全体を非表示にできます。※1 

Peak Peak表示、閾値について表示・非表示を切り替えます。 

VU VU表示、閾値について表示・非表示を切り替えます。 

Momentary 

/ Short term 

ダウンミックス演算時、Downmix L / R 表示から Momentary / Short term

表示に切り替えます。 

Downmix L / R 
ダウンミックス演算時、Momentary / Short term 表示から Downmix L / R

表示に切り替えます。 

ディジタル値 グラフ右上に表示されるディジタル値の表示・非表示を切り替えます。 

トラック名 
チャンネルとオーディオファイル、またはオーディオデバイス名の表示・

非表示を切り替えます。 

再生マーク 再生マークの表示・非表示を切り替えます。 

マーカークリア 移動したマーカーをクリアします。 

       

※1 再表示させるにはグラフ外を右クリックし、「グラフとウィンドウの表示・非表示」 

メニューから行います。 

 

 

■バーメータ上での右クリックメニュー 

 

       

 

 

 

 

 

メニュー 操作 

表示 バーメータウィンドウを非表示にできます。※2 

リセット 
Loudness、TruePeak、Peak、Over の最大値ホールド、およびアラート検

出をクリアします。 

Momentary 

/ Short term 

バーメータウィンドウ左端の 2 チャンネルに Momentary / Short term 

Loudness を表示します。 

Downmix L / R 
バーメータウィンドウ左端の左 2 チャンネルにダウンミックス結果 L、R

を表示します。 

 

※2 再表示させるには再度右クリックし、「グラフとウィンドウの表示・非表示」 

メニューから行います。 

Loudness グラフ上での右クリック 

( Momentary / Short term ) 

VU / Peak グラフ上での右クリック 

( CH1～6 ) 
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5-6．2 系統同時測定 

「ラウドネス演算モード」が「モノラル」もしくは「ステレオ」の場合、各 Loudness は 2 系統同時に 

測定可能です。2 系統同時に測定するには、「モノラル」選択時は CH2に、「ステレオ」選択時は CH3 / CH4 に 

オーディオデータを読み込みます。 

 

ラウドネス演算 

モード 
系統 演算 

5.1ch 1系統のみ CH1～6 の音声を、それぞれ L / R / C / LFE / Ls / Rs として演算を行います。 

モノラル 
系統 1 CH1 の音声を、ステレオ音声 L / R = CH1 / CH1 として演算を行います。 

系統 2 CH2 の音声を、ステレオ音声 L / R = CH2 / CH2 として演算を行います。 

ステレオ 
系統 1 CH1 / CH2 の音声を、ステレオ音声 L/R = CH1 / CH2 として演算を行います。 

系統 2 CH3 / CH4 の音声を、ステレオ音声 L/R = CH3 / CH4 として演算を行います。 

 

■グラフ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バーメータ表示ウィンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下段に系統 2 (Integrated2, Momentary2 / Short term2) を表示します。 

上段に系統 1 (Integrated1, Momentary1 / Short term1) を表示します。 

 

右側に系統 2 (Integrated2,  

Momentary2 / Short term2)  

を表示します。 

 

左側に系統 1 (Integrated1,  

Momentary1 / Short term1)  

を表示します。 
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■Loudness ウィンドウ 

 「 Start 」「Pause」「Reset」押下、「Auto」による レベル検知の Integrated Loudness の演算は、 

   2系統同時に行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．仕様一覧 
 

 

仕様一覧 備考 

入力オーディオファイル 

フォーマット 
Waveフォーマット 

BWF-Jフォーマット 

 

サンプリング周波数 
44.1kHz / 48kHz 

88.2kHz / 96kHz 

※1 

量子化ビット数 16bit / 24bit  

最大読み込みファイル長 モノラルファイルで 12.4時間 ※2 

入力オーディオデバイス 

WindowsMME もしくは ASIOで使

用するフォーマットに対応す

るデバイス 

※3 

※4 

表示 

グラフ / デジタル値 

Momentary Loudness  

Short term Loudness  

Integrated Loudness  

Peak  

VU  

バーメータ / デジタル値 

Momentary Loudness  

Short term Loudness  

Integrated Loudness  

True Peak  

Peak  

VU  

Over  

設定 
VUリファレンス  

TruePeak 閾値  

時間 
マーカー位置の時間 

選択範囲時間 

 

音声モニタチャンネル数 2  

機能 ダウンミックス 9種類  

 

 
※1 サンプリング周波数は 48kHz を基準にしています。 

    そのためファイルを読み込む際、44.1kHz、88.2kHzのオーディオファイルは読み込みに時間がかかる場合が 

あります。 

  ※2 理論上、上記仕様になりますが、コンピュータのスペック等を考慮し、2時間程度のステレオファイルまでを 

使用することを推奨します。 

※3 オーディオデバイスは ASIO( RME 社製 Fireface UC )を推奨します。 

※4 サンプリング周波数が 48kHz 以外の音声を入力した場合、Loudness 演算が正しく行われません。 

 

上段に系統 1 (Integrated1,  

Momentary1 / Short term1)  

を表示します。 

 

下段に系統 2 (Integrated2,  

Momentary2 / Short term2)  

を表示します。 



 

          

索引 
 

２ 

2 系統同時測定, 43 

Ａ 

ASIO, 44 

Ｂ 

BS.1770 ターゲットレベル変換, 11, 24 

Ｃ 

CSV ファイル, 19, 20, 25 

CSV 形式, 11, 19, 39, 40 

Ｉ 

Integrated, 4, 44 

ITU-R BS.1770, 4 

Ｌ 

LKFS, 27 

Loudness, 22, 23, 26, 27, 29, 38, 39, 41 

Loudness ウィンドウ, 11, 32 

LUFS, 27 

Ｍ 

Momentary, 4, 19, 44 

Ｏ 

Over, 38, 39, 42, 44 

Overlap, 27 

Ｐ 

Peak, 4, 19, 22, 23, 27, 29, 38, 39, 42, 44 

Ｒ 

Relative Gate, 27 

Ｓ 

Short term, 4, 19, 44 

Ｔ 

Target Loudness, 27 

TruePeak, 4, 19, 22, 27, 29, 38 

TruePeak 閾値, 27 

Ｖ 

VU, 4, 19, 22, 23, 26, 27, 29, 38, 39, 42, 44 

Ｗ 

Wave フォーマット, 13, 44 

WindowsMME, 44 

あ 

アラート, 11, 18, 23, 25, 26, 29, 30, 38, 39, 42 

アラートファイル, 40 

アンインストール, 6, 8 

い 

一時停止, 11, 20 

インストール, 5, 6 

お 

オーディオデータの読み込み, 11, 13 

オーディオデバイス, 5 

オーディオファイルを開く, 41 

か 

拡大, 11, 21 

く 

グラフとウィンドウの表示・非表示, 11, 28, 41, 42 

グラフ表示, 11, 21, 25, 29 

さ 

再生, 11, 20, 29, 41, 42 

サンプリング周波数, 44 

し 

時間表示ウィンドウ, 11, 31 

縮小, 11, 21 

す 

ステレオファイル, 30, 44 

せ 

設定, 11, 25, 26, 27, 28, 39, 44 

た 

ダウンミックス, 13, 17, 39, 40, 44 
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て 

定位, 30 

停止, 11, 21, 41 

は 

バージョン情報, 41 

ハードウェアキー, 9 

バーメータ表示ウィンドウ, 11, 38 

ふ 

プロジェクトファイル, 11, 12, 13, 39, 41 

プロジェクトファイルを開く, 11, 12 

ま 

マーカー, 22, 23, 29, 31, 38, 41, 42, 44 

マウス, 39, 41 

み 

右クリックメニュー, 41, 42 

も 

モード, 27, 38 

モードウィンドウ, 11, 38 

モノラルファイル, 30, 44 

り 

リファレンス, 27, 39 

れ 

レベル検知, 33 

ろ 

録音, 11 
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